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蕨駅ホームドア整備費補助金
740万円

31年度末までにホームドアが設
置されます。2か年の補助金総
額は1億2,000万円の見込み

新庁舎設計基本構想・基本計
画の策定　 1,347万9,000円
新庁舎建設の基本理念や庁舎の
規模、機能などをまとめた基本
構想・基本計画を策定します

消防署塚越分署の整備
3,889万円

現在地での建て替えに伴う工事
設計を行うほか、市民公園管理
棟内に仮設事務所を整備します

協働提案事業の実施
30万3,000円

協働提案事業として選定され、
防災の知識について学ぶ「わらび
防災大学校」を開催します

街なかＡＥＤステーション事業
107万円

24時間営業をしているコンビニ
エンスストアとガソリンスタンド
にＡＥＤを設置します

自主防災会へのスタンドパイ
プ配備等　　　　　 837万円
13の自主防災会にスタンドパイ
プを配備することで、すべての自
主防災会への配備が完了します

「コンパクトシティ蕨」将来ビ
ジョンの推進 628万1,000円
前期実現計画の終了に伴い、本市
をとりまく諸情勢の変化に対応し
た5年間の後期実現計画を策定

収納対策の強化
538万9,000円

調査事務等を補助する臨時職員を
増員するなど、歳入の確保及び収
納率の向上を図ります

総 務 常 任 委 員 会

平成30年度の一般会計予算は231億円で対前

年度比5億9,000万円の減となりました。

左の表は、一般会計予算を性質別に分類した

ものです。人件費、扶助費、公債費からなる

「義務的経費」は、子育て支援等の扶助費の増

などにより、前年度比4.9％の増となっていま

す。また、「投資的経費」である普通建設事業

費は、市民会館や市民体育館耐震補強等工事な

どの終了により、前年度比で54.2％の減となっ

ています。

市議会では、平成30年度一般会計予算の議案

について、総務・環境福祉経済・教育まちづく

りの3つの常任委員会に付託し、詳細にわたり

審査を行っています。そのうち、30年度のお金

の使いみちとして、新規・拡充などの主な事業

をピックアップしました。2、3ページで、各常

任委員会の所管ごとに紹介いたします。

平成30年度の予算を
審議しました

議案第25号
平成30年度蕨市一般会計予算
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健康長寿蕨市モデル事業
445万9,000円

健康プロジェクトを発展させつ
つ、県の「コバトン健康マイレー
ジ事業」に参加します

小規模保育園の増設・運営
3億4,600万円

4月から塚越1丁目、錦町6丁目、
北町1丁目に3園が新たに開園し、
計11園の管理運営費

総合健康診査事業
6,808万円

胃部検査において、レントゲン
検査のほかに、内視鏡検査も選
択することが可能となります

特別養護老人ホームの増設
340万円

市内4か所目の特別養護老人ホ
ーム整備に向け、固定資産税及
び都市計画税相当額を交付

飼い主のいない猫の不妊・去勢
手術費補助金　　　　 40万円
人と動物の調和のとれた共生社会
を実現するため手術を受けさせた
方に1頭5,000円の補助金を交付

「蕨ブランド」認定品の情報発信
93万3,000円

市内外のイベントへの出展やパン
フレットの配布により、「蕨ブラ
ンド」をＰＲします

がん検診受診率の向上
1億481万5,000円

各がん検診に要する委託料。乳が
ん検診の日数を増やして、受診率
の向上を図ります

自殺対策計画の策定
256万4,000円

自殺対策基本法改正を受け、平成
31年度から5年間の蕨市自殺対策
計画を策定します

環境福祉経済常任委員会

蕨駅西口市街地再開発事業
9,180万円

再開発準備組合が実施する事業
計画の作成に対して補助金を交
付し、事業の推進を支援します

公民館等エレベーター設置調
査・設計　 1,918万4,000円
中央公民館と西公民館へのエレ
ベーター設置のための調査を行
い、その後設計を行います

橋りょう改修工事
2,990万5,000円

橋りょう点検の結果を踏まえ、
塚越陸橋など6橋分の補修等工
事の設計を行います

教育センターの充実
811万5,000円

教育センターを中央小学校に移
転し、日本語指導や教職員研修
の充実を図ります

外国語教育等推進事業
2,510万1,000円

32年度から完全実施となる小学
校の英語教科化へ向け、外国語指
導助手5名を7名に増員します

小学校トイレの改修
3,600万円

教育環境の改善を目的として、
30年度は、北・塚越小学校のト
イレを改修します

音楽によるまちづくりの推進
321万円

蕨市民音楽祭をまちの活性化につ
ながるイベントとして更に発展さ
せ、「わら音」を推進します

図書館の耐震補強工事
2,590万円

図書館を安全に利用できるように
耐震化工事を実施します。工事は
9月から約3か月間の予定

教育まちづくり常任委員会

来年２月開設予定の特別養護老人ホーム（イメージ）

サンロード保育園（塚越１丁目）サンロード保育園（塚越１丁目）
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平
成
30
年
度
予
算
は
、
一
般
会
計
、

特
別
会
計
（
全
6
会
計
）、
企
業
会
計

（
全
2
会
計
）
が
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
、
蕨
市
全
体
の
予
算
総
額
は
、
前

年
度
比
17
億
8
千
725
万
円
減
の
444
億
3

千
670
万
9
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
各
特
別
会
計
の
主
な
内

容
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

40
歳
以
上
の
被
保
険
者
を
対
象
に
し

た
特
定
健
康
診
査
の
費
用
と
、
そ
の
受

診
率
を
向
上
す
る
た
め
の
対
策
経
費
を

計
上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
ほ
か

に
も
、
多
言
語
に
対
応
し
た
制
度
周
知

チ
ラ
シ
の
印
刷
や
、
専
用
端
末
か
ら
キ

ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
使
用
し
て
、
口
座

振
替
手
続
き
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
し
ま
す
。

◆
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

下
水
道
管
路
長
寿
命
化
に
向
け
た
管

路
調
査
や
、
詳
細
計
画
に
基
づ
い
た
第

1
期
改
築
工
事
の
設
計
費
用
を
計
上
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ポ
ン
プ
場
の
維
持

管
理
や
、
流
域
下
水
道
に
要
す
る
事
業

費
、
管
渠
整
備
費
用
な
ど
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

◆
錦
町
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

建
物
25
棟
分
の
移
転
補
償
金
や
、
県

送
配
水
管
の
撤
去
費
、
仮
設
住
宅
の
新

築
並
び
に
改
修
費
な
ど
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
を
配

置
し
、
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
人
や
認
知

症
の
人
及
び
そ
の
家
族
を
訪
問
し
、
自

立
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
費
用
を
新
た

に
計
上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続

き
、
県
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
モ
デ

ル
事
業
と
し
て
、「
地
域
ケ
ア
会
議
」

を
実
施
す
る
た
め
の
費
用
な
ど
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

被
保
険
者
証
の
郵
送
や
保
険
料
徴
収

な
ど
の
経
費
を
は
じ
め
、
埼
玉
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
受
託
し
て

実
施
す
る
健
康
診
査
の
費
用
な
ど
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

◆
公
共
用
地
先
行
取
得
事
業
特
別
会
計

中
央
第
一
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業
用

地
の
先
行
取
得
費
用
や
、
測
量
及
び
鑑

定
に
要
す
る
経
費
な
ど
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

平成30年度

一般・特別・企業会計予算

単位：千円

一般会計 23,100,000

国民健康保険特別会計 7,476,000

公共下水道事業特別会計 1,690,000 

錦町土地区画整理事業特別会計 1,475,000

介護保険特別会計 5,128,000

後期高齢者医療特別会計 895,000

公共用地先行取得事業特別会計 47,000

病院事業会計（収益的支出）3,302,787

水道事業会計（収益的支出）1,322,922

合　　　　計 44,436,709

成30年第1回定例会は、2月22日から3月23日ま

での30日間の会期で開催しました。

初日には、市長から施政方針表明が行われ、平成30

年度予算を含む議案の説明がなされました。

3月1・2日には、蕨市議会として初めてとなる「代

表質問」を実施し（6・7ページ参照）、引き続き議案に

対する質疑を行いました。

6・7・8日には、総務・環境福祉経済・教育まちづ

くり常任委員会を開催しました。また、16・19・20日

には、14名の議員が一般質問を行い、市政の重要課題

を問いました。（8～15ページ参照）

最終日には、陳情1件が賛成多数で採択となり、すべ

ての市長提出議案と1件の議員提出議案（15ページ参

照）が可決・成立し、閉会しました。

平

No.202  18.5.22 5:20 PM  y [ W  4



わらび市議会だより No.2025

わらび市議会だより

平成30年3月定例会における議案等に対する賛否結果
議案番号 議案名 新生会 共産党 公明党 民進党 無所属 結果

日本国憲法第九条の改正の発議について慎重に取り扱うよう
陳情第 1 号 × ○ ○ ○ ○ 採 択

求める陳情
議案第 1 号 蕨市新庁舎建設基本構想・基本計画審議会条例 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

蕨市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準
議案第 2 号 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

を定める条例
蕨市個人情報保護条例及び蕨市情報公開条例の一部を改正す

議案第 3 号 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
る条例

議案第 4 号 蕨市職員退職手当条例等の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第 5 号 蕨市国民健康保険条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第 6 号 蕨市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

蕨市後期高齢者医療に関する条例及び蕨市重度心身障害者医
議案第 7 号 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

療費の助成に関する条例の一部を改正する条例
蕨市総合社会福祉センター設置及び管理条例の一部を改正す

議案第 8 号 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
る条例
蕨市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基

議案第 9 号 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
準に関する条例の一部を改正する条例

議案第10号 蕨市介護保険条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
蕨市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に

議案第11号 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
関する基準を定める条例の一部を改正する条例
蕨市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及
び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予議案第12号 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例
蕨市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介

議案第13号 護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
関する基準を定める条例の一部を改正する条例

議案第14号 蕨市保健センター設置及び管理条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第15号 蕨市都市公園条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第16号 蕨市営住宅設置及び管理条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第17号 蕨市国民健康保険財政調整基金条例を廃止する条例 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第18号 平成29年度蕨市一般会計補正予算（第 4 号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第19号 平成29年度蕨市国民健康保険特別会計補正予算（第 1 号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第20号 平成29年度蕨市公共下水道事業特別会計補正予算（第 1 号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成29年度蕨都市計画事業錦町土地区画整理事業特別会計
議案第21号 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

補正予算（第 1 号）
議案第22号 平成29年度蕨市介護保険特別会計補正予算（第 3 号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第23号 平成29年度蕨市後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1 号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成29年度蕨市公共用地先行取得事業特別会計補正予算
議案第24号 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

（第 1 号）
議案第25号 平成30年度蕨市一般会計予算 ○ ○ ○ 退席 ○ 原案可決
議案第26号 平成30年度蕨市国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第27号 平成30年度蕨市公共下水道事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成30年度蕨都市計画事業錦町土地区画整理事業特別会計
議案第28号 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

予算
議案第29号 平成30年度蕨市介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第30号 平成30年度蕨市後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第31号 平成30年度蕨市公共用地先行取得事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第32号 平成30年度蕨市立病院事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第33号 平成30年度蕨市水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第34号 人権擁護委員候補者の推薦について ○ ○ ○ ○ ○ 推薦
議案第35号 人権擁護委員候補者の推薦について ○ ○ ○ ○ ○ 推薦
議案第36号 和解について ○ ○ ○ 退席 ○ 原案可決

埼玉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減
議案第37号 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

少について
議案第38号 埼玉県市町村総合事務組合の規約変更について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議員提出 日本国憲法第 9 条の改正の発議について慎重に取り扱うよう

× ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第 1 号 求める意見書

※議案第 1・18・26・29号については質疑が行われました。質疑の詳細な内容は蕨市ホームページ「ようこそ蕨市議会」の「録画
放映」からご覧になることができます。
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○ここに掲載されている質問と答弁の内容は要約しています。
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議
員

蕨
駅
へ
の
ホ
ー
ム
ド
ア
の

早
期
設
置
は
、
議
会
と
し
て
決
議

し
た
案
件
で
も
あ
り
、
当
初
よ
り

1
年
前
倒
し
の
平
成
31
年
度
末
ま

で
の
設
置
と
な
っ
た
。
今
回
の
当

初
予
算
で
の
計
上
は
、
今
後
速
や

か
に
工
事
に
着
工
す
る
た
め
の
措

置
と
考
え
る
が
、
そ
の
積
算
根
拠

は
ど
の
よ
う
か
。

総
務
部
長

Ｊ
Ｒ
か
ら
の
情
報
で

は
、
総
工
事
費
が
約
12
億
円
程
度

で
、
30
年
度
は
ホ
ー
ム
の
改
良
工

事
に
約
7
千
500
万
円
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
市
の
補
助
要
綱
に
基
づ

い
て
、
1
億
2
千
万
円
を
上
限
と

し
て
計
算
す
る
と
、
30
年
度
は
740

万
円
、
次
年
度
に
残
り
の
分
と
い

う
形
で
、
補
助
を
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
。

議
員

平
成
31
年
2
月
に
、
中
央

7
丁
目
に
オ
ー
プ
ン
予
定
で
あ
る

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
規
模
と

内
容
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

当
施
設
は
、
社

会
福
祉
法
人
畏
敬
会
が
運
営
す
る

ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
40
床
、
多
床
室

50
床
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
10
床
の

広
域
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と

し
て
開
所
す
る
予
定
で
あ
る
。

議
員

福
祉
・
児
童
セ
ン
タ
ー
に

あ
る
留
守
家
庭
児
童
指
導
室
を
中

央
小
学
校
内
に
移
設
し
て
、
教
育

セ
ン
タ
ー
を
既
存
の
福
祉
・
児
童

セ
ン
タ
ー
内
で
拡
充
す
る
ほ
う
が
、

市
民
目
線
で
見
れ
ば
自
然
な
こ
と

だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

教
育
長

福
祉
・
児
童
セ
ン
タ
ー

の
集
会
室
を
毎
週
月
・
火
・
水
の

午
前
中
に
借
り
て
日
本
語
指
導
等

を
実
施
し
て
い
る
が
、
対
象
と
な

る
外
国
人
の
児
童
・
生
徒
が
増
え

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
新
た
な

場
所
の
確
保
と
自
由
に
使
え
る
時

間
が
必
要
と
な
り
、
蕨
の
教
育
を

ど
う
担
う
か
と
い
う
目
線
で
将
来

的
な
こ
と
を
踏
ま
え
、
中
央
小
学

校
内
に
移
設
す
る
も
の
で
あ
る
。

議
員

蕨
市
の
未
来
を
見
据
え
た

一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
本
事

業
に
お
い
て
、
公
共
公
益
施
設
は

ど
の
よ
う
な
検
討
が
行
わ
れ
て
い

る
の
か
。

総
務
部
長

図
書
館
や
市
立
病
院

な
ど
の
再
整
備
・
再
配
置
の
ほ
か
、

市
役
所
の
窓
口
業
務
の
一
部
を
取

り
扱
う
行
政
セ
ン
タ
ー
、
蕨
の
貴

重
な
地
域
資
源
で
あ
る
河
鍋
暁
斎

記
念
美
術
館
、
図
書
館
分
館
機
能

を
備
え
た
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー
、

市
民
ホ
ー
ル
や
書
店
の
誘
致
な
ど

の
施
設
を
検
討
し
て
お
り
、
引
き

続
き
本
市
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し

い
公
共
施
設
の
整
備
に
向
け
、
検

討
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

議
員

市
民
の
皆
さ
ん
の
た
め
に

働
く
市
役
所
職
員
が
さ
ら
に
英
知

を
結
集
し
、
失
敗
を
恐
れ
ず
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
な
が
ら
仕
事
に
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
。
市
民
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

を
更
に
高
め
て
、
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

平成30年度の主要事業及び市民と行政が
一体となったまちづくりの推進を

議
員

市
長
は
施
政
方
針
で
、
景

気
回
復
の
実
感
が
持
て
な
い
と
の

市
民
の
声
が
大
き
い
と
述
べ
た
。

今
後
も
そ
の
感
覚
を
持
っ
て
市
民

に
寄
り
添
う
市
政
を
進
め
て
ほ
し

い
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長

市
民
の
暮
ら
し
に
直
結
す

る
部
分
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
と

い
う
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
実
質

賃
金
、
消
費
支
出
は
低
迷
し
て
い

る
の
で
、
市
民
に
寄
り
添
う
自
治

体
の
役
割
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な

っ
て
い
る
。

議
員

超
高
齢
社
会
へ
の
対
応
、

健
康
対
策
の
総
合
的
な
見
解
は
ど

う
か
。

市
長

超
高
齢
化
を
見
す
え
て
①

健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
、
②
地

域
の
支
え
合
い
を
含
め
た
包
括
的

な
体
制
を
つ
く
る
こ
と
、
③
元
気

な
高
齢
者
に
ま
ち
づ
く
り
の
担
い

手
に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
、
こ

の
3
つ
の
柱
が
大
事
だ
と
考
え
て

い
る
。
健
康
長
寿
埼
玉
モ
デ
ル
事

業
で
は
年
200
人
前
後
の
参
加
だ
っ

た
が
、
市
の
モ
デ
ル
事
業
で
は
、

市
民
一
人
ひ
と
り
の
健
康
意
識
の

向
上
の
た
め
に
、
よ
り
多
く
の
市

民
に
広
げ
て
い
き
た
い
。

議
員

昨
年
1
月
14
日
の
蕨
駅
ホ

ー
ム
で
の
転
落
事
故
を
受
け
、
当

日
と
2
月
23
日
に
、
日
本
共
産
党

衆
議
院
議
員
（
当
時
）
と
市
議
団

で
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
へ
の
改
善
申
し

入
れ
を
し
、
国
会
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
た
。
ホ
ー
ム
ド
ア
設
置
へ
の

対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

総
務
部
長

市
で
は
Ｊ
Ｒ
に
対
し

早
期
設
置
を
求
め
て
き
た
。
設
置

工
事
は
当
初
の
予
定
か
ら
1
年
前

倒
し
と
な
り
、
平
成
30
・
31
年
度

の
2
か
年
で
行
う
。
工
事
費
概
算

は
12
億
円
で
、
Ｊ
Ｒ
へ
の
補
助
金

額
は
1
億
2
千
万
円
（
市
・
県
が

6
千
万
円
ず
つ
）。

議
員

保
育
園
の
入
園
希
望
状
況

等
は
ど
う
か
。
保
育
士
の
確
保
状

況
や
、
保
育
・
子
育
て
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
の
役
割
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

一
次
受
付
で
の

入
園
希
望
者
数
（
小
規
模
保
育
園

含
む
）
は
418
人
（
昨
年
比
69
人
増
）。

う
ち
不
承
諾
者
（
希
望
が
か
な
わ

な
い
人
）
数
は
130
人
（
同
63
人
増
）。

非
常
勤
保
育
士
の
賃
金
を
4
月
か

ら
月
額
1
千
円
上
げ
、
19
万
6
千

円
と
す
る
な
ど
待
遇
改
善
を
し
て

い
る
が
、
必
要
な
保
育
士
の
確
保

は
非
常
に
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

民
間
保
育
園
も
同
様
と
聞
い
て
い

る
。
保
育
・
子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
は
児
童
福
祉
課
に
設
置
し
、

相
談
内
容
は
保
育
園
等
の
利
用
や

子
育
て
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
想
定
し

て
い
る
。

議
員

耐
震
化
工
事
の
日
程
と
閉

館
中
の
対
応
は
ど
う
か
。

教
育
部
長

9
月
1
日
か
ら
11
月

末
ま
で
の
工
事
を
想
定
し
、
そ
の

後
、
約
10
日
間
で
開
館
準
備
を
す

る
。
天
井
部
分
の
工
事
で
あ
る
た

め
、
一
般
書
の
利
用
は
で
き
な
い

が
、
児
童
書
は
工
事
中
も
一
部
開

館
し
、
運
営
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
約
100
冊
の
新
刊
雑
誌
を
北

町
分
館
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
検
討

し
て
い
る
。

市民の暮らしは依然厳しいので
「あったか市政」を更に推進すべき

蕨
駅
へ
の
ホ
ー
ム
ド
ア

の
設
置
に
つ
い
て

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

増
設
に
つ
い
て

教
育
セ
ン
タ
ー
の
中
央
小

学
校
へ
の
移
設
に
つ
い
て

蕨
駅
西
口
市
街
地
再
開
発

事
業
の
推
進
に
つ
い
て

代
表
質
問
を
総
括
し
て

市
長
の
政
治
姿
勢

介
護
・
医
療
・
健
康

駅
ホ
ー
ム
ド
ア

保
育
園
・
子
育
て

図
書
館
の
工
事
中
の
対
応

〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜

　　　質　　問　　　質　　問
－代表質問とは－
一般会計当初予算案や市政全体にわたり質問をする制度
です。各会派の代表者１名と、２人以上の会派に所属し
ていない１人の議員についても、それぞれの持ち時間で
質問ができます。

議
員

議
員

総
務
部
長

健
康
福
祉
部
長

議
員

教
育
長

総
務
部
長

議
員

議
員

議
員

議
員

市
長

市
長

議
員

総
務
部
長

議
員

健
康
福
祉
部
長

議
員

教
育
部
長
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議
員

市
民
生
活
に
対
す
る
安

全
・
安
心
性
を
最
優
先
し
、
高
齢

者
や
障
害
者
、
子
ど
も
た
ち
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実

現
を
図
る
と
と
も
に
、
現
実
性
、

将
来
性
に
即
し
た
予
算
編
成
を
大

い
に
期
待
し
、
公
明
党
蕨
市
議
団

は
164
項
目
に
及
ぶ
予
算
要
望
書
を

市
長
に
提
出
し
た
。
30
年
度
の
予

算
編
成
に
当
た
り
、
財
政
の
現
状

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長

市
税
収
入
が
増
と
な

っ
て
い
る
も
の
の
、
景
気
は
不
安

定
要
素
も
多
く
、
歳
入
を
取
り
巻

く
環
境
は
楽
観
を
許
さ
な
い
状
況

に
あ
る
。
ま
た
、
公
共
施
設
の
維

持
管
理
経
費
の
増
の
ほ
か
、
福
祉

施
策
な
ど
の
経
常
的
軽
費
の
増
が

続
い
て
お
り
、
財
政
の
硬
直
化
が

懸
念
さ
れ
る
。

議
員

26
年
度
に
策
定
し
た
「
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
蕨
」
将
来
ビ
ジ

ョ
ン
の
前
期
実
現
計
画
が
30
年
度

で
終
了
す
る
た
め
、
後
期
ビ
ジ
ョ

ン
の
策
定
に
着
手
す
る
よ
う
だ
が
、

そ
の
内
容
は
ど
の
よ
う
か
。

総
務
部
長

取
り
組
ん
で
き
た
施

策
の
検
証
や
新
た
な
行
政
課
題
の

把
握
な
ど
を
行
い
、
市
民
懇
談
会

や
市
民
意
識
調
査
の
結
果
な
ど
も

参
考
に
し
て
、計
画
を
作
成
し
た
い
。

議
員

平
成
28
年
6
月
定
例
会
に

お
い
て
「
蕨
市
庁
舎
耐
震
化
整
備

の
早
急
な
実
施
を
求
め
る
決
議
」

を
全
会
一
致
で
可
決
し
、
市
の
防

災
力
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
強
く

求
め
て
き
た
。
蕨
市
新
庁
舎
建
設

基
本
構
想
・
基
本
計
画
審
議
会
の

内
容
は
ど
の
よ
う
か
。

総
務
部
長

市
庁
舎
は
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
や
災
害
対
応
の
拠
点
で
あ

り
、
多
額
の
財
政
負
担
を
伴
う
こ

と
か
ら
、
学
識
経
験
者
な
ど
合
計

13
名
以
内
で
審
議
会
を
設
置
し
、

基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
策
定
に

必
要
な
検
討
や
審
議
を
行
っ
て
い

た
だ
く
。

議
員

9
千
180
万
円
の
補
助
金
が

予
算
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

内
容
は
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長

事
業
の
骨
格
と

な
る
事
業
計
画
の
作
成
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
市
と
し
て
も
、
事
業

計
画
の
作
成
に
対
し
て
準
備
組
合

に
補
助
を
行
う
な
ど
、
引
き
続
き

必
要
な
支
援
と
協
議
を
行
い
な
が

ら
、
都
市
計
画
変
更
の
手
続
を
進

め
た
い
。

議
員

こ
れ
ま
で
の
市
政
運
営
に

お
け
る
反
省
と
今
後
の
抱
負
は
ど

の
よ
う
か
。

市
長

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
前
期
実

現
計
画
の
中
で
、
ま
だ
達
成
に
至

っ
て
い
な
い
課
題
が
残
さ
れ
て
い

る
の
で
、
引
き
続
き
全
力
を
挙
げ

て
い
き
た
い
。
と
り
わ
け
30
年
度

は
、「
安
全
・
安
心
」「
に
ぎ
わ
い
」

「
み
ん
な
に
あ
た
た
か
い
ま
ち
づ

く
り
」
と
い
う
重
点
事
業
と
「
超

高
齢
化
へ
の
対
応
」「
駅
西
口
再

開
発
事
業
」「
市
庁
舎
の
建
て
替

え
」
と
い
う
未
来
に
向
け
た
3
大

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
る
の
で
、
引

き
続
き
市
長
と
し
て
力
を
尽
く
し

て
い
き
た
い
。

平成30年度予算編成の内容と
市政運営の将来的な展望を問う！

議
員

平
成
30
年
度
予
算
編
成
上
の
基

本
方
針
と
主
な
重
点
施
策
は
ど
の
よ

う
か
。

総
務
部
長

各
事
業
の
優
先
順
位
を

厳
し
く
選
択
し
、
最
少
の
経
費
で
最

大
の
効
果
を
上
げ
る
こ
と
を
前
提
と

し
た
施
策
・
制
度
の
抜
本
的
な
見
直

し
を
基
本
方
針
と
し
、
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
に
掲
げ
る
6
つ
の
基
本
目
標
と
推

進
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
施
策
の
進
捗
に

向
け
た
取
り
組
み
や
、
超
高
齢
社
会

へ
の
対
応
、
蕨
駅
西
口
再
開
発
、
市

庁
舎
の
建
て
替
え
と
い
う
蕨
の
未
来

に
向
け
た
3
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
重

点
施
策
と
し
て
い
る
。

議
員

財
源
確
保
対
策
へ
の
取
り
組

み
と「
選
択
と
集
中
」の
観
点
か
ら
の
施

策
の
優
先
度
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
か
。

総
務
部
長

納
税
推
進
室
に
臨
時
職

員
を
増
員
し
、
収
納
対
策
の
強
化
を

図
る
と
と
も
に
、
市
有
地
の
有
効
活

用
な
ど
の
財
源
確
保
に
努
め
る
。

優
先
度
に
つ
い
て
は
、
重
点
施
策

と
の
関
連
性
や
緊
急
性
、
費
用
対
効

果
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
考
慮

し
て
い
る
。

議
員

平
成
24
年
4
月
1
日
以
降
不
在

と
な
っ
て
い
る
副
市
長
の
選
任
の
見

通
し
は
。

総
務
部
長

副
市
長
の
配
置
等
に
つ

い
て
は
、
適
切
な
時
期
に
適
切
に
判

断
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

痛みを伴う行財政改革に背を向ける
市政に未来を託していいものか？

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
推
進
に

向
け
た
後
期
計
画
の
策
定

予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て

市
庁
舎
整
備
に
つ
い
て

蕨
駅
西
口
地
区
市
街
地

再
開
発
事
業
に
つ
い
て

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

議
員

ふ
る
さ
と
納
税
の
収
支
は
。

総
務
部
長

平
成
27
年
度
が
プ
ラ
ス
113

万
円
、
28
年
度
が
プ
ラ
ス
357
万
円
、
29

年
度
が
見
込
み
で
マ
イ
ナ
ス
675
万
円
。

議
員

平
成
30
年
度
の
見
通
し
と
今
後

の
考
え
方
は
。

総
務
部
長

寄
附
収
入
を
1
千
400
万
円

と
見
込
み
、
返
礼
品
に
420
万
円
な
ど
、

計
645
万
4
千
円
の
経
費
を
計
上
し
た
。

積
極
的
に
や
る
と
い
う
よ
り
、
何
も

し
な
け
れ
ば
他
団
体
に
税
収
が
流
出

し
て
し
ま
う
の
で
、
そ
れ
を
防
ぐ
た

め
に
今
後
も
工
夫
し
て
や
っ
て
い
く
。

議
員

制
度
の
問
題
を
国
な
ど
に
意

思
表
示
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

総
務
部
長

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら

え
て
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

議
員

成
年
式
の
発
祥
が
蕨
で
は
な

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
一
部
の
報

道
が
あ
っ
た
が
、
市
と
し
て
の
考
え

と
今
後
の
対
応
は
。

教
育
部
長

1
月
8
日
の
中
日
新
聞

に
て
、
昭
和
8
年
に
名
古
屋
市
の
青

年
団
主
催
で
、
徴
兵
検
査
を
終
え
た

男
性
を
対
象
に
成
年
式
を
行
っ
て
い

た
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
本

市
の
成
年
式
は
終
戦
直
後
の
混
乱
の

中
、
昭
和
21
年
11
月
22
日
、
当
時
の
青

年
団
が
20
歳
を
迎
え
た
男
女
全
員
を
対

象
に
蕨
町
と
共
催
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
市
と
し
て
は
、
蕨
が
戦
後
の
新
し

い
形
で
の
成
年
式
発
祥
の
地
で
あ
る

と
い
う
自
負
を
持
ち
、
今
後
も
本
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

ふるさと納税は経費がかかりすぎる

基
本
方
針
と
重
点
施
策
に
つ
い
て

財
源
確
保
対
策
と
施
策
の
優
先
度
に
つ
い
て

副
市
長
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

成
年
式
発
祥
の
地
は
？
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代　　表　　　　代　　表　　　　

議
員

議
員

総
務
部
長

総
務
部
長

議
員

総
務
部
長

議
員

都
市
整
備
部
長

議
員

市
長

議
員

総
務
部
長

総
務
部
長

議
員

議
員

総
務
部
長

議
員

総
務
部
長

議
員

総
務
部
長

議
員

総
務
部
長

議
員

教
育
部
長
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